
一般質問一般質問

答
　
臭
気
等
の
際
は
た
だ
ち
に
連
絡
を
も
ら

い
た
い
。
至
急
対
応
し
て
い
く
。

畠
山
重
忠
公
の
来
歴
を
記
し
た

碑
文
を
添
え
て
は

問
　
深
谷
市
庁
舎
玄
関
前
に
あ
る
畠
山
重
忠

公
像
に
来
歴
を
記
し
た
碑
文
を
添
え
市
民
に

知
仁
勇
に
秀
で
た
郷
土
の
鎌
倉
武
将
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
郷
土
の
偉
人
と
し
て
碑
文
を
設
置
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

問
　
撤
退
す
る
可
能
性
や
思
っ
た
ほ
ど
の
経

済
効
果
が
な
か
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
市

は
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

答
　
財
務
力
や
経
営
力
や
実
績
を
基
に
公
募

で
企
業
を
選
び
た
い
。
リ
ス
ク
を
減
ら
す
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
基
本
的
に
は
営
利
目

的
の
企
業
な
の
で
、
民
間
ゾ
ー
ン
の
土
地
造

成
に
か
か
る
12
億
円
は
負
担
し
て
も
ら
う
べ

き
な
の
で
は
な
い
か
。

答
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
誘
致
は
手
段
で
あ
り
、

目
的
は
観
光
と
農
業
振
興
施
策
の
展
開
に
よ

る
市
内
経
済
の
活
性
化
で
あ
る
。
民
間
業
者

に
よ
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
単
体
の
事
業
で
は
農

林
調
整
な
ど
の
法
手
続
き
上
の
課
題
を
解
決

で
き
な
い
。

問
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
事
業
者
を
公
募
、
と

な
っ
て
い
る
が
、
公
募
し
て
も
応
募
者
が
な

い
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
最

初
に
公
募
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
土
地
が
用
意
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に

事
業
者
が
応
募
す
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
公

共
ゾ
ー
ン
に
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
16
億
円
必
要
な

根
拠
は
。

答
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
規
模
は
安
定
的
な
運

営
及
び
事
業
継
続
性
の
確
保
並
び
に
代
表
的

な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
平
均
値
を
基
に
算
出
し

た
。
公
共
ゾ
ー
ン
は
観
光
・
農
業
振
興
施
策
を

展
開
し
て
い
く
上
で
必
要
な
規
模
と
し
た
。

ＱＡ
特
定
の
事
業
者
に
対
す
る
36
億
円
の
税
金
投
入
は
ど
う
な
の
か

賃
貸
料
収
入
と
税
の
増
収
分
で
全
体
事
業
費
も
十
分
回
収
可
能

問
　
深
谷
駅
北
口
に
は
屋
根
の
付
い
た
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
る
が
、
南
口
に
は
な
い
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
る
が
、
分
か
り

づ
ら
い
。
北
口
に
あ
る
も
の
が
南
口
に
な
い

の
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
。計
画
は
あ
る
が
、

ま
だ
設
置
し
て
な
い
の
か
、
設
置
は
し
た
い

が
で
き
な
い
の
か
。そ
の
理
由
を
知
り
た
い
。

答
　
平
成
13
年
に
北
口
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
置
し
た
際
に
、
南
口
に
つ
い
て
も
設
置
の

検
討
を
し
た
が
、
構
造
上
の
問
題
か
ら
非
常

に
難
し
い
、
と
の
判
断
で
断
念
し
た
。
今
後

は
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
分
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
案
内
標
識
等
の
設
置

な
ど
改
善
し
て
い
き
た
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
深
谷
を
象
徴
で
き
る

よ
う
な
施
設
整
備
を
す
べ
き
で
は
！

問
　
県
北
広
域
の
防
災
拠
点
と
し
た
防
災
体

験
学
習
施
設
や
公
園
の
整
備
を
国
や
県
に
提

案
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
災
害
が
比
較
的
少
な
く
安
心
で
安
全
な

場
所
と
い
う
こ
と
で
、
深
谷
市
に
施
設
誘
致 

を
働
き
か
け
て
い
く
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。

文
化
財
施
設
管
理
活
用
事
業
に
つ
い
て

問
　
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
は
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
が
、
外
壁
が
み
す
ぼ
ら
し
く
修
繕
が
必

要
と
考
え
る
。
今
後
の
修
繕
や
活
用
の
計
画

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
　
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
を
含
め
旧
煉
瓦
製
造
施

設
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
修
繕
が
必
要
な
状

況
で
あ
る
が
、
修
繕
は
国
、
県
と
の
協
議
が

必
要
で
あ
る
。
年
内
に
保
存
活
用
計
画
策
定

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
を
来
年
度

ま
で
に
ま
と
め
、
そ
れ
に
基
づ
き
修
繕
と
維

持
管
理
、
活
用
を
行
っ
て
い
く
。

ＱＡ
公
共
施
設
の
改
善
（
駅
南
口
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
を
！
）

構
造
上
の
問
題
が
あ
り
設
置
は
非
常
に
難
し
い

文
化
財
施
設
管
理
活
用
事
業
に
つ
い
て

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

�

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
員
も
熱
が
入
り
ま
す
！
」・
・
・
９
月
議
会
の
一
般
質
問
は
２
日
間
。
延
べ
53
人
の
方
が
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。〉

�

中な
か
や矢　

寿ひ
さ
こ子

村む
ら
か
わ川　

徳の
り
ひ
ろ浩

災
害
に
強
い
ま
ち
深
谷
を
象
徴
で
き
る

よ
う
な
施
設
整
備
を
す
べ
き
で
は
！

問
　
深
谷
市
本
田
春
日
丘
自
治
区
内
の
養
豚

場
に
よ
る
悪
臭
汚
染
等
の
被
害
に
よ
り
周
辺

住
民
は
深
刻
な
悪
影
響
を
恒
常
的
継
続
的
か

つ
日
常
的
に
強
い
ら
れ
て
い
る
。
当
該
養
豚

場
は
平
成
10
年
開
設
に
際
し
、
同
年
６
月
14

日
付
「
確
約
書
」
を
旧
川
本
第
６
区
第
10
区

正
副
区
長
４
氏
と
立
合
人
昭
和
地
所
株
式
会

社
社
長
、
当
時
の
川
本
町
長
、
町
議
会
議
員

の
２
氏
と
締
結
し
て
い
る
。「
確
約
書
」
を

反
故
に
す
る
行
為
は
許
さ
れ
ず
市
の
標
榜
す

る
市
民
の
安
心
安
全
快
適
な
生
活
を
守
る
た

め
、
市
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

答
　
平
成
10
年
の
開
設
に
際
し
て「
確
約
書
」

も
締
結
さ
れ
、
当
時
の
川
本
町
が
立
合
人
と

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
埼
玉
県
と
地
元

の
調
整
役
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問
　
深
谷
市
内
に
臭
気
に
対
す
る
苦
情
が
数

件
あ
る
よ
う
だ
が
、
発
生
元
と
考
え
ら
れ
る

個
人
や
企
業
の
臭
気
に
対
す
る
対
応
に
特
段

の
努
力
の
様
子
を
考
慮
、
付
近
住
民
は
理
解

し
折
り
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
本
事
件
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
欠

如
か
も
知
れ
な
い
。
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
と

い
う
基
本
的
な
態
度
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
臭
気
根
絶
を
希
求
す
る
。

ＱＡ
深
谷
市
本
田
春
日
丘
自
治
区
内
の
養
豚
場
の
悪
臭
に
苦
慮

深
谷
市
及
び
埼
玉
県
は
、
市
民
の
困
窮
解
消
に
対
応

永な
が
た田　

勝か
つ
ひ
こ彦

畠
山
重
忠
公
の
来
歴
を
記
し
た

碑
文
を
添
え
て
は

問　
自
主
財
源
比
率
が
50
％
、
歳
入
に
お
け

る
税
収
比
率
が
高
い
と
は
言
え
な
い
（
県
下

40
市
中
39
位
）
深
谷
市
の
厳
し
い
財
政
運
営

の
下
で
、市
長
が
９
月
定
例
記
者
会
見
で『
ソ

フ
ト
か
ら
ハ
ー
ド
へ
』
と
方
向
転
換
し
た
真

意
と
具
体
的
施
策
、
財
源
の
裏
付
け
は
。

答
　
都
市
基
盤
整
備
・
農
業
基
盤
整
備
を
念

頭
に
、
深
谷
市
の
将
来
に
向
け
て
の
事
業
を

行
う
。
特
定
の
事
業
の
公
表
は
控
え
る
。
ま

た
統
廃
合
も
含
む
公
共
施
設
の
適
正
配
置
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
従
来
通
り
健
全
財
政

を
維
持
し
て
い
く
。

問　
高
崎
線
の
立
体
交
差
に
48
億
円
、
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
25
億
円
、
さ
ら
に
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
に
多
額
な
税
金
投
入
や
新
庁
舎
建

設
、
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
大
規
模

事
業
が
議
会
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
企
業
誘
致
計
画
が
、

従
来
の
説
明
と
は
異
な
り
日
大
所
有
の
土
地

整
備
費
用
百
億
円
云
々
で
先
送
り
の
様
相
を

き
た
し
て
い
る
が
、
現
状
認
識
は
。

答
　
候
補
地
が
丘
陵
地
で
造
成
費
が
多
額
な

た
め
再
検
討
し
て
い
る
。

問　
川
本
地
区
の
工
業
団
地
は
県
企
業
局
が

候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

現
在
実
質
的
に
凍
結
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
　
県
に
働
き
か
け
て
い
る
が
進
展
は
な
い
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
核
に
多
額
の
税
金
を

先
行
投
資
す
る
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
が

公
表
さ
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
民
間
部
分
に

つ
い
て
は
進
出
す
る
企
業
に
負
担
さ
せ
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
全
て
の
手
続
き
と
費

用
負
担
、
危
険
負
担
を
市
が
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。

答
　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
業
者
が
開
発
す
る
こ
と

は
、
全
国
的
に
こ
こ
の
と
こ
ろ
な
い
。

ＱＡ
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
及
び
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
は

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―〈
本
人
の
意
思
に
よ
り
記
載
な
し
〉

田た
じ
ま嶋　
　

均
ひ
と
し
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